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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部装置から印字命令を受信し、受信した前記印字命令に基づいて記録紙に画像を形成
し、画像形成された記録紙を排出する画像形成装置と、前記画像形成装置に接続され、前
記排出された記録紙の後処理を行うオプション装置であって、前記オプション装置の動作
モードを設定するオプション制御部を有するオプション装置とを備えた画像形成システム
において、
　前記オプション装置の動作モードを指定する指定部と、
　前記外部装置または前記指定部から前記オプション装置の動作モードの指定を受信し、
前記オプション装置の動作モードの指定を送信する通信制御部と、
　前記外部装置からの、前記指定部による前記オプション装置の動作モードの指定を無効
にする指示に応じて、前記指定部による前記オプション装置の動作モードの指定が無効で
あることを示す情報を記憶し、前記設定部からの、前記外部装置による前記オプション装
置の動作モードの指定を無効にする指示に応じて、前記外部装置による前記オプション装
置の動作モードの指定が無効であることを示す情報を記憶する記憶部と
　を備え、
　前記オプション制御部は、前記外部装置または前記指示部から前記オプション装置の動
作モードの指示を受信した場合、前記設定部に記憶された情報に基づき前記外部装置もし
くは前記指示部からの前記オプション装置の動作モードの指定を無効にすることを特徴と
する画像形成システム。
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【請求項２】
　情報を表示する表示部をさらに備え、
　前記オプション制御部は、前記外部装置または前記設定部から送信される前記オプショ
ン装置の動作モードに指定に基づき、前記オプション装置の動作モードを設定し、動作モ
ードを設定したら、前記通信制御部に動作モードを示す情報を出力することにより、前記
表示部に、設定した前記オプション装置の動作モードを表示することを特徴とする請求項
１に記載の画像形成システム。
【請求項３】
　外部装置から印字命令を受信し、受信した前記印字命令に基づいて記録紙に画像を形成
して、画像が形成された記録紙を排出する画像形成装置と、前記画像形成装置に接続され
、前記排出された記録紙の後処理を行うオプション装置であって、前記オプション装置の
動作モードを設定するオプション制御部を有するオプション装置と、を備えた画像形成シ
ステムにおいて、
　情報を表示するための表示部と、
　前記オプション装置の動作モードを指定する指定部と、
　前記外部装置または前記指定部から送信される、前記オプション装置の動作モードの指
示を受信して、受信した前記動作モードの指示を前記オプション制御部に送信する通信制
御部と
　を備え、
　前記オプション制御部は、前記外部装置または前記指定部から送信された前記オプショ
ン装置の動作モードの指定に基づき、前記オプション装置の動作モードを設定し、動作モ
ードの設定に応じて前記オプション装置の動作モードを示す情報を前記通信制御部に送信
し、前記通信制御部は、前記オプション装置から受信した前記オプション装置の動作モー
ドを示す情報を前記表示部に出力することによって、前記表示部に前記オプション装置の
動作モードを表示することを特徴とする画像形成システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置および方法に関し、より詳細には、画像形成装置に接続された
オプション装置の動作モードを指定して画像を形成する画像形成装置および方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来の画像形成装置は、画像形成された記録材に種々の処理を施すためのオプション装
置を備えており、これらのオプション装置は、さらに種々の動作モードを有している。こ
のようなオプション装置を備えた画像形成装置であって、画像形成装置本体に設けられた
オペレーションパネルから画像形成装置に接続される各オプションの動作モードを指定す
ることが可能な装置が提案されている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－８０８０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来の画像形成装置（例えば、プリンタ）のように、本体に設けら
れたオペレーションパネルからの動作指定では、複数のプリンタがネットワークを介して
接続されている環境などにおいて、ユーザの使用するコンピュータとプリンタとが離れた
場所にある場合、遠隔地からの通信で動作モードの指定ができないと、ユーザがわざわざ
プリンタの設置されている場所まで行ってモードを指定することになるため、ユーザビリ
ティ上問題である。
【０００５】
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　また、最近は同種のプリンタを複数台プリンタサーバなどのコンピュータに接続する構
成として、ユーザの使用するＰＣから印字データをプリンタサーバに送信し、プリンタサ
ーバにおいて使用可能なプリンタ（印字動作を実行していないプリンタ）を選択してユー
ザからの印字データを印字させるシステムがある。このようなシステムの場合、プリンタ
に接続されているオプション装置の動作モードを一度に指定（変更）したいという要望が
あるが、従来の画像形成装置の構成では、複数のプリンタのオプション装置の動作モード
を指定する場合、プリンタの設置している場所まで行き１台ずつオプション装置の動作モ
ードを指定しなければならない。したがって、プリンタサーバに複数台のプリンタが接続
される構成において複数台のプリンタの動作モードを変更するのに、より時間がかかると
いう問題がある。
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するものであり、遠隔地から複数の画像形成装置の各々に接
続されているオプション装置の動作モードを指定可能としてユーザビリティを向上させる
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような目的を達成するために、本発明の画像形成システムは、外部装置から印字命
令を受信し、受信した印字命令に基づいて記録紙に画像を形成し、画像形成された記録紙
を排出する画像形成装置と、画像形成装置に接続され、排出された記録紙の後処理を行う
オプション装置であって、オプション装置の動作モードを設定するオプション制御部を有
するオプション装置とを備えた画像形成システムにおいて、オプション装置の動作モード
を指定する指定部と、外部装置または指定部から前記オプション装置の動作モードの指定
を受信し、オプション装置の動作モードの指定を送信する通信制御部と、外部装置からの
、指定部によるオプション装置の動作モードの指定を無効にする指示に応じて、指定部に
よるオプション装置の動作モードの指定が無効であることを示す情報を記憶し、設定部か
らの、外部装置によるオプション装置の動作モードの指定を無効にする指示に応じて、外
部装置によるオプション装置の動作モードの指定が無効であることを示す情報を記憶する
記憶部とを備え、オプション制御部は、外部装置または指示部からオプション装置の動作
モードの指示を受信した場合、設定部に記憶された情報に基づき外部装置もしくは指示部
からの前記オプション装置の動作モードの指定を無効にすることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　以上説明したように、本発明によれば、遠隔地にあるコンピュータから通信によるオプ
ションの動作モード指定が可能となり、複数の画像形成装置を一度に管理する場合、ユー
ザビリティがより向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
【００１１】
（第１実施形態）
　図１は、第１実施形態に係わるコンピュータとプリンタサーバと画像形成装置及びオプ
ション装置の構成を示す断面図である。本システムは、画像形成装置本体１、電子写真処
理部２、紙搬送経路３、画像形成制御基板４、画像形成部CPU５、給紙オプションとの通
信ライン６、排紙オプションとの通信７、給紙オプション８、給紙オプション制御基板９
、給紙オプションCPU１０、紙有センサ１１、排紙オプション１２、排紙オプション制御
基板１３、排紙オプションCPU１４、およびトレイ満載検知センサ１５～１７を備える。
さらに、オペレーションパネル１８およびオペレーションパネルを制御するための制御信
号を送信する通信ライン１９を備える。図１にはこれらに加え、外部コンピュータ２０Ａ
、２０Ｂ、２０Ｃ外部コンピュータから印字指示信号（コマンド）や印字データなどを受
信して、画像形成装置本体１に対して送信する機能を有するプリンタサーバ２２が示され
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ている。通信ライン２１は、外部コンピュータからのプリンタサーバ２２へ、またプリン
タサーバから画像形成装置本体への通信ラインである。
【００１２】
　なお、本実施形態の構成は、画像形成装置本体１、給紙オプション８、排紙オプション
１４が接続された画像形成システムが２台プリンタサーバ２２に接続されている。上記構
成において複数の画像形成システムは、外部コンピュータ２０Ａ～２０Ｃからの指令信号
に基づきプリンタサーバから送信される信号に従って画像形成動作を実行する。このよう
な構成とすることで複数のユーザが複数の画像形成システムを共有することが可能となる
。
【００１３】
　画像形成装置１は、コンピュータ２０Ａ～２０Ｃからの印字指示信号に基づいて、画像
形成に必要な紙の枚数を計算し、給紙オプション８に対し給紙する印字枚数情報として、
紙搬送情報の予約情報を通信ライン６を介して送信する。
【００１４】
　画像形成装置１は、外部のコンピュータからの２０Ａ～２０Ｃからの指定信号に従い、
排紙オプション１２に対して、排紙状態を定めるため、排紙される紙の紙搬送情報の予約
情報を通信ライン７を通じて実行する。ここで予約情報とは、複数枚の印字を行う場合、
各サイズの紙を何枚給紙するか、また各紙に対してどのような排紙動作（排紙するビンの
指定など）をするかなどを各紙ごとに指定するための情報である。
【００１５】
　給紙オプション８は、紙搬送情報の予約情報に従い、給紙を開始する。給紙された紙は
、紙搬送経路３を通じて、画像形成装置１に送り込まれる。給紙オプション８は、給紙さ
れた紙がセンサ１１を抜けた時点で、次の紙が存在するかどうかを判別する。画像形成装
置１に送り込まれた紙は、画像が形成され、排紙オプション１２へ排紙される。排紙オプ
ション１２に搬入された紙は、予約情報に従い搬送処理されて、各トレイへ排出される。
紙が完全にトレイ上に搬出されるタイミングで、排紙オプション１２は、満載センサ１５
～１７を確認し、満載が発生したかどうかを判定する。
【００１６】
　給紙オプション８は、紙無しが発生したら、その状況を紙無しステータス信号として通
信ライン６を通じて画像形成装置１に通知する。排紙オプション１２は、満載が発生した
ら、その状況を満載ステータス信号として通信ライン７を通じて画像形成装置１に通知す
る。
【００１７】
　排紙オプション１２に満載が発生した場合、画像形成動作を停止させるか、続行させる
かを選択できるようにしてあり、排紙オプションにおける満載発生時の画像形成動作を停
止／続行するかの指定が、本実施形態における排紙オプション１２の動作モード指定であ
る。なお、本実施形態においては、排紙オプションとして複数のトレイを有するソータを
例にあげているが、これに限らず、ステイプル装置などにも適用可能である。ステイプル
装置の場合、例えばステイプルするための針がなくなったときに、画像形成動作を停止さ
せるか、続行させるかを選択できるような構成とし、その場合の動作モード指定は、針無
し発生時の画像形成動作を停止／続行の指定になる。
【００１８】
　オペレーションパネル１８は、排紙オプション１２の動作モードを指定するメニューと
、排紙オプション２１の動作モードを確認する表示エリア、または表示された動作モード
を選択するためのボタンなどを備える。画像形成部CPU５は、オペレーションパネル１８
を通じて、オペレータが排紙オプション１２の動作モード変更した場合には、オペレーシ
ョンパネルから動作モード変更したことを示す信号が送信されることによって、動作モー
ドが変更されたことを認識する。
【００１９】
　オペレーションパネル１８がアクセスされると、画像形成部ＣＰＵ５は、排紙オプショ
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ン１２の動作モードの変更を指示する信号とモード変更情報を通信ライン７を通じて排紙
オプション１２の排紙オプションＣＰＵ１４へ送信する。排紙オプション１２の排紙オプ
ションＣＰＵ１４は動作モード変更を示す信号とモード変更情報を受信して、動作モード
の変更を実行する。ここでモード変更情報とは、トレイに紙が満載になって画像形成を停
止または継続する設定を行うための情報である。
【００２０】
　画像形成部ＣＰＵ５が外部コンピュータ２０Ａ～２０Ｃから排紙オプション１２の排紙
モードの変更を指示する信号とモード変更情報を受信した場合には、そのモード変更情報
の内容をチェックせず、そのまま排紙オプションＣＰＵ１４に通信ライン７を使用して送
信する。排紙オプション１２は、受信したモード変更情報に基づいて自分自身の排紙モー
ドを変更するとともに、通信ライン７、通信ライン１９を使用して、オペレーションパネ
ル１８上の動作モードを確認するための表示を変更する。具体的にはオペレーションパネ
ルに設けられた、表示内容を記憶するメモリ（不図示）の記憶エリアの情報を書き換える
動作を実行する。
【００２１】
　本実施形態の場合には、例えばコンピュータ２０Ａから、プリンタサーバに対して複数
の同種の画像形成システム（ＡとＢ）の排紙オプション装置の動作モードを設定するため
の指示信号を送信することによって、プリンタサーバから同種の複数の画像形成システム
のオプション装置に対して同時に、あるいは一度に動作モードを設定することができる。
このようなモード設定動作は、複数の画像形成システムのオプションモード設定を行うた
めの専用の指示信号（コマンド）を設け、コンピュータから送信することによって実現可
能となる。
【００２２】
　図２は、各CPUと入出力要素との関連を示すブロック図である。外部コンピュータ２０
より通信ライン２１を通じて印字命令が画像形成部CPU５に伝えられる。画像形成部ＣＰ
Ｕ５は、電子写真処理部２を制御し、印字処理を行う。画像形成部ＣＰＵ５は、通信ライ
ン６を通じて、給紙オプション８に対して紙搬送情報を予約する。画像形成部ＣＰＵ５は
、通信ライン７を通じて、排紙オプション１２に対して紙搬送情報の予約情報を送信する
。I/F-IC３１、３２、３３は、複数のCPUが同一の通信ラインに接続できるようにした通
信バッファである。
【００２３】
　図２にはさらに通信用の終端抵抗３４、３５、オペレーションパネル用のバッファ３６
、および通信ライン２１のI/F-IC３７が示されている。画像形成部ＣＰＵ５、排紙オプシ
ョンCPU１４、およびCPU１０は、プログラムを記憶するROMとの処理を実行するためのRAM
と通信を制御する通信I/F を内蔵する。CPU１０は、通信ライン６を通じて紙搬送情報を
取得する。この紙搬送情報のなかには、給紙オプション８から給紙すべき紙の枚数が何枚
であるかの情報が含まれている。
【００２４】
　CPU１０は、給紙動作を制御するとともに、給紙オプション８の内部に紙が存在するか
どうかをセンサ１１の値として入力ポートから受け取り、紙無しが発生しているかどうか
を判断する。排紙オプションCPU１４は、通信７を通じて紙搬送情報を取得する。この紙
搬送情報のなかには、排紙オプション１２に対して各トレイへ排出すべき紙の枚数が何枚
であるかの情報が含まれている。
【００２５】
　排紙オプションCPU１４は、排紙動作を制御するとともに満載状況センサ１５、１６、
１７の値を入力ポートから受け取り、いずれかのトレイに満載が発生しているかどうかを
判断する。そして、いずれかのトレイに満載が発生した場合、指定された動作モードに従
って、画像形成を停止させるか、画像形成を続行させるかを決定する。
【００２６】
　図６はＰＣ２０内の制御部の構成を示す図である。ＰＣ２０の制御部にはＣＰＵ２０１
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とＰＣ２０に接続される画像形成システムのオプション装置を指定するオプション指定部
２０２と、画像形成システムに対して印字指示やオプション装置の動作モードを指定する
ためのコマンドを発行するコマンド発行部が含まれている。コマンド発行部２０３によっ
て発行されたコマンドは通信Ｉ／Ｆ（インターフェース）２０４を介して画像形成システ
ム（Ａ、Ｂ）に送信される。
【００２７】
　オプション指定部２０２は、ＰＣ２０に接続される画像形成システムのオプションを複
数指定可能であり、例えば画像形成システムＡのオプション装置と画像形成システムＢの
オプション装置を指定することができる。複数のオプション装置が指定されている場合に
は、コマンド発行部２０３によってオプション装置（画像形成システム）の夫々に対して
同時にコマンドを発行することが可能となっている。
【００２８】
　図３は、画像形成部ＣＰＵ５示すメインフローチャートである。まず、図３において電
源がＯＮされる(S100)と、画像形成部ＣＰＵ５は、本体１、給紙オプション８、排紙オプ
ション１２の立ち上げ処理を実行し本体１、給紙オプション８、排紙オプション１２がＲ
ＥＡＤＹとなる(S101)。次に画像形成部ＣＰＵ５は、排紙オプション１２が通信ライン７
，１９を通じ、オペレーションパネル上に現在の動作モードを表示するのを待つ。(S102)
【００２９】
　その後、外部コンピュータ２０からの印字命令が到着しだい、通常の印字動作を実行す
る（S103、S104)、オペレーションパネル１８の動作モード変更ボタンが押されたかどう
かを判定する(S105)。もしも、オペレーションパネル１８の動作モード変更ボタンが押さ
れたら、どのボタンが押されたかの情報だけを排紙オプションに通知する。(S106) 
【００３０】
　ここで、重要なことは、画像形成部ＣＰＵ５はどのボタンを押されたかは、解釈するが
、そのボタンがどのような動作モード指定を示すかについて一切関知しないのである。従
って、そのボタンが押されたことにより、排紙オプションの動作モードがどのように変化
するか（モード変更の内容）については、画像形成部ＣＰＵ５は、全く認識しない。画像
形成部ＣＰＵ５が排紙オプション１２の動作モードの変更内容を知る必要が無いのは、排
紙オプション１２内における動作の停止／継続に係わるモード設定であり、画像形成部Ｃ
ＰＵ５がその内容を知らなくても特に支障がないからである。本実施形態のモード設定は
、トレイ満載発生時の画像形成動作の停止／継続に関するモード設定である。
【００３１】
　つぎに、画像形成部ＣＰＵ５は、外部コンピュータ２０から排紙オプション動作モード
変更要求（指示信号）が到着したかどうかを確認する(S107)。もし、外部コンピュータ２
０から排紙オプション動作モード変更要求（指示信号）を受信した場合には、外部コンピ
ュータ２０からのデータ（指示信号及モード変更情報）をそのまま排紙オプションに通知
する(S108)。ここで、重要なことは、画像形成部ＣＰＵ５は、外部コンピュータからのデ
ータ内容について、どのような動作モード指定を示すかについて一切関知しないというこ
とである。従って、その通信が実行されたことにより、排紙オプションの動作モードがど
のように変化するか（モード変更の内容）画像形成部ＣＰＵ５は、全く認識してないので
ある。
【００３２】
　このように、Ｓ１０６およびＳ１０８においては、画像形成部ＣＰＵ５は、動作モード
の変更が実行されたことは認識しているが、どのような動作モードが選択されたかは一切
知らない。
【００３３】
　図４は、オペレーションパネル上の動作モードの表示を示すフローチャートである。図
４は、図３のメインフローチャートとは別に、並列に処理される動作である。図４のＳ１
００，Ｓ１０１、については、図３と同一で並列処理がスタートする前の状態を示してい
る。破線で示した部分が並列処理部分である。
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【００３４】
　Ｓ１２０排紙オプション１２からオペレーションパネル表示指示信号（コマンド）が到
着したかを確認し、到着した場合には、Ｓ１２１オペレーションパネル18に表示データを
通知し、動作モードを表示させる。
【００３５】
　ここで、重要なことは、画像形成部ＣＰＵ５は、動作表示データを所有せず、排紙オプ
ション１２からの表示データをそのままオペレーションパネル１８に通知することである
。
　このようにＳ１２０，Ｓ１２１においては、画像形成部ＣＰＵ５は、オペレーションパ
ネル１８に対し、表示データを通信したことは認識しているが、どのような表示がされて
いるかは認識していない。上述したように画像形成部ＣＰＵ５が排紙オプション１２の動
作モードの変更内容を認識する必要が無いのは、排紙オプション１２内における動作に係
わるモード設定であり、画像形成部ＣＰＵ５がその内容を知らなくても特に支障がないか
らである。
【００３６】
　逆に言えば、排紙オプション１２がどのような動作モードを有していても、画像形成部
ＣＰＵ５のプログラムに変更の必要がないことになる。また、実施形態１において排紙オ
プション１２は、オペレーションパネル１８からの動作モード変更要求に対する動作と外
部コンピュータ２０Ａ～２０Ｃからの動作モード変更要求に対する動作は、全く同一であ
る。
　このように、オペレーションパネル１８と外部コンピュータ２０Ａ～２０Ｃから、画像
形成装置１に接続されている排紙オプション１２の動作モードを変更することができ、特
に外部コンピュータから複数の画像形成システム（Ａ、Ｂ）の排紙オプションの動作モー
ドを一度に設定することができる。
【００３７】
　以上説明したように、本実施形態によれば、遠隔地にあるコンピュータからの画像形成
装置に接続されている排紙オプション装置の動作モード指定が可能となるため、特に複数
の画像形成装置を一度に管理する場合に、非常にユーザビリティが向上する。
【００３８】
　（第２実施形態）
本実施形態は、第１実施形態と比較して構成は同一である。また、画像形成装置本体とオ
プション装置のＣＰＵ間の接続も同一である。本実施形態においては、排紙オプション１
２のＣＰＵ１４の動作が第１実施形態と異なるので、図５を使用して本画像形成部ＣＰＵ
５の制御について説明する。
【００３９】
　図５は、本画像形成部ＣＰＵ５における排紙オプションＣＰＵ１４のフローチャートで
ある。まず、電源が投入される（Ｓ１３０）。排紙オプション１２をＲＥＡＤＹとし（Ｓ
１３１）、最初に現在の動作モードをオペレーションパネル１８に表示する（Ｓ１３２）
。オペレーションパネル１８からＰＣデータを無効にする要求があった場合（Ｓ１３３）
、ＰＣ＿ＢＬＯＣＫ（フラグ）をＯＮし、記憶する（Ｓ１３４）。
【００４０】
　また、オペレーションパネル１８からＰＣデータを有効にする要求があった場合（Ｓ１
３５）には、Ｓ１３６：ＰＣ＿ＢＬＯＣＫ（フラグ）をＯＦＦして記憶する。ＰＣ２０か
らオペレーションパネルデータを無効にする要求があった場合には（Ｓ１３７）、ＯＰ＿
ＢＬＯＣＫ（フラグ）をＯＮし記憶する（Ｓ１３８）。
【００４１】
　さらに、ＰＣ２０からオペレーションパネルデータを有効にする要求があった場合（Ｓ
１３９）、ＯＰ＿ＢＬＯＣＫ（フラグ）をＯＦＦして記憶する（Ｓ１４０）。実際にオペ
レーションパネル１８から動作モード変更要求があるかを確認し（Ｓ１４１）、要求があ
った場合、フラグＯＰ＿ＢＬＯＣＫをチェックし、ＯＦＦの場合であれば、動作モードを
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切り替えるとともにオペレーションパネルの表示を切り替える（Ｓ１４２）。
【００４２】
　実際にＰＣ２０から動作モード変更要求があるかを確認し、要求があった場合には、フ
ラグＰＣ＿ＢＬＯＣＫをチェックし（Ｓ１４３）、ＯＦＦの場合であれば、動作モードを
切り替えるとともにオペレーションパネルの表示を切り替える（Ｓ１４４）。なお、この
ＰＣ＿ＢＯＬＯＣＫ（フラグ）、ＯＰ＿ＢＬＯＣＫ（フラグ）は、画像形成装置本体の画
像形成制御基板４上に設けられた不揮発性メモリ（不図示）内の所定領域に設けられる構
成としてもよいし、オペレーションパネル１８内に設けられた不揮発性メモリ（不図示）
内の所定領域に設けられる構成にしてもよい。
【００４３】
　本画像形成部ＣＰＵ５によれば、以上のように制御することにより、ＰＣからの設定と
オペレーションパネルからの設定が矛盾してしまうような場合でも、どちらかの設定のみ
を有効にすることによって、オペレータは正しく動作モードを指定することができる。
【００４４】
　また、ＰＣから遠隔操作で動作モードを切り替えた場合には、オペレーションパネルで
の動作モード切替を阻止できるので、遠隔操作した排紙オプションの状態を確実に保持す
ることができる。
【００４５】
　さらに、逆にオペレーションパネルから動作モードを指定した場合、ＰＣからの動作モ
ード切替を阻止できるので、オペレータが画像形成装置の前にいる状態での不用意な動作
モード切替の発生を防止することができる。なお、上記第１、２実施形態ではオプション
装置として排紙オプション装置を例にあげて説明したが、これに限らず給紙オプション装
置における動作モードの指定に関しても本画像形成部ＣＰＵ５を適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の第１実施形態に係る画像形成装置の構成を説明する図である。
【図２】第１実施形態のCPU周りの接続関係を示す図である。
【図３】第１実施形態の画像形成部ＣＰＵのメインのフローチャートである。
【図４】第１実施形態の画像形成部ＣＰＵの並列処理を説明するフローチャートである。
【図５】第２実施形態の排紙オプション装置ＣＰＵのメインのフローチャートである。
【図６】第１実施形態のＰＣの構成を説明する図である。
【符号の説明】
【００４７】
１　画像形成装置本体
２　電子写真処理部
３　紙搬送経路
４　画像形成制御基板
５　画像形成部CPU
６　給紙オプションとの通信
７　排紙オプションとの通信
８　給紙オプション
９　給紙オプション制御基板
１０　給紙オプションCPU
１１　紙有センサ
１２　排紙オプション
１３　排紙オプション制御基板
１４　排紙オプションCPU
１５～１７　トレイ満載検知センサ
１８　オペレーションパネル
１９、２１　通信ライン
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２０Ａ、２０Ｂ、２０Ｃ　外部コンピュータ
２２　プリンタサーバ
２０１　ＣＰＵ
２０２　オプション指定部
２０３　コマンド発行部
２０４　通信Ｉ／Ｆ（インターフェース）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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